
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

まず営業・輸送概況です。 

収入ですが、８月は前年比で１０３．０％、９月は１４日までで１０６．７％です。 

 

 

 

 

 

 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

次に、ご利用状況ですが、山陽新幹線は、８月が前年比で９６％、９月が１４日までで１０３％、近畿圏に

つきましては、８月が１０１％、９月が１４日までで１０２％です。 

８月から９月にかけまして、南海トラフ地震臨時情報により、一部特急列車の運転を取りやめるほか、台風１

０号の影響も長期間にわたりましたが、９月の山陽新幹線・在来線の特急につきましては、前年と同水準で推移

している状況です。 

１０月からは北陸デスティネーションキャンペーンが始まります。ＪＲ６社の共同キャンペーンです。観光

列車「はなあかり」がデビューするほか、北陸新幹線が乗り放題になるおトクなきっぷを発売するなど、様々な

企画をご用意しております。 

北陸新幹線敦賀延伸によりまして、これまで以上に北陸三県の繋がりが強まり、旅の楽しみ方も広がっていく

のではないかと思っております。多くの方に訪れていただければと思う次第です。 
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２. 保守メンテナンス手法の変革の取り組みについて 

～線路設備診断システムの運用開始（在来線）～ 

 
次に、当社の保守メンテナンス手法の変革の取り組みについて、ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少や少子高齢化、人材確保の困難など、様々な社会課題があるなか、「中期経営計画２０２５」で

掲げております「主要事業の活性化と構造改革」の一つとして、保守メンテナンス手法の変革を進めている

ところでありまして、８月より、在来線におきまして、線路設備診断システムの運用を開始いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この線路設備診断システムは、車両に搭載したカメラとレーザーによりまして、線路状態を確認して、保

守メンテナンスを支援する装置です。 

この装置を搭載する総合検測車、検査用の車両である「ＤＥＣ７４１」には、架線や信号機といった、電

気設備を診断するシステムが既に搭載をされて、運用されておりますが、これに線路設備についても検査が

可能となる設備を新たに搭載したということです。 

今回搭載した線路設備診断システムの「軌道検査測定装置」では、レールを固定する部品の脱落やまくら

ぎの亀裂などをカメラで観測していくことになります。また、「継目板検査装置」というものも新しく付加

しており、レールとレールを接合している継目板自身の亀裂やボルトの脱落を自動で検出いたします。これ

まで、地上係員が徒歩巡回で、線路上を歩いて、一つひとつ目視確認していくことを定期的にしておりまし

たが、それらにつきまして、車両を用いて、カメラと AI の判定を組み合わせて、人の検査を補完し、効率

化していくものです。 

８月１日から、当社管内の在来線の電化区間におきまして運用を開始しており、総合検測車の走行に合わ

せまして、年３回の頻度で該当線区につきまして測定をしてまいります。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

これによりまして、測定を行う全てのエリアにおいて、線路設備の不具合を、網羅的に、かつ均一の品質

で検知していくということになってまいります。 

そして、走行時にリアルタイムに線路設備の状態を確認することで、将来的に不具合となり得る事象が発

見された際には、短期間で関係現場に検査結果が配信されることになり、早期の適切な保守に繋げることが

可能となります。 

次に、線路設備診断システムの導入に伴います、線路の保守メンテナンス手法そのものの見直しについて、

ご紹介いたします。 

線路状態の確認の一つとして、定期的に徒歩による巡視を行っておりますが、線路設備診断システムの導

入によりまして、線路構造が均一なロングレール構造区間を対象に、この検測システムによる検測をするこ

 



とによりまして、徒歩巡視そのものの頻度を見直し、これまでやっておりました徒歩巡視の頻度をインター

バルで倍にするということで、これまで 2 週間に 1 回やっていたものを、徒歩巡回によるものは、4 週間

に 1 回、それに加えて検測車によるデータを組み合わせるように見直しをしていくことになります。 

これは、保守業務そのものの生産性向上に資するもので、持続可能な鉄道事業の実現に寄与する取り組み

であると考えております。 

引き続き、技術開発を進めまして、取得する画像の精度だとか、診断精度の向上を図ることで、安全性・

生産性の向上に一層、寄与できるように取り組んでまいります。 

 

３. 山陽新幹線 自動運転導入に向けた取り組みについて 

 

次に、山陽新幹線自動運転の導入に向けた取り組みについて、ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社におきましては、「中期経営計画２０２５アップデート」において、「鉄道事業の安全性向上・持続

的進化」という命題を掲げまして、「ハード・ソフト両面の改良による輸送品質・生産性向上」に向けた取

り組みを進めており、その一つとして自動運転技術の導入についても検討しております。 

これまで、大阪環状線や北陸新幹線において、自動運転技術導入の検討を進めてきているということで

既にご紹介をしておりますが、このたび、山陽新幹線におきまして、２０３０年代の自動運転開始を目指

すことと致しましたので、お知らせいたします。 

この導入につきましては、既に技術開発を進めておられますＪＲ東海様に技術協力をいただきまして、ま

ずは自動運転レベル「ＧＯＡ２」の開始を目指して取り組んでまいります。 

この「ＧＯＡ２」の自動運転では、運転士がボタンを押すことで出発し、その後の走行につきまして、

リアルタイムに演算を行うことで、定められたダイヤ通りに、途中駅の通過、並びに到着駅への停止が自

動でできるシステムとなっております。 

これによりまして、運転士の駅間の運転操作が省かれる訳でして、運転士の業務量を削減し、駅発着時の

 



ホーム上の安全確認など、運転業務そのもの以外の業務に注力できるなど、安全性向上にも役立つと考えて

おります。 

また、自動運転技術の導入によりまして、電力消費量の少ない運転が安定的に可能となり、省エネ効果も 

期待できると考えております。 

少子高齢化ということで、様々な社会環境の変化が見込まれますが、まずは自動運転レベルＧＯＡ２での

自動運転の実績を積み重ね、より安全で利便性の高い輸送サービス、そして、サステナブルな鉄道経営へ繋

げていければと考えております。 

 

 

４. デジタルツーリズム事業の始動について 

次に、デジタルツーリズム事業の開始につきまして、ご案内をさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中期経営計画２０２５」におきまして、デジタル戦略による多様なサービスの展開というテーマを掲げ

ており、お客様とのつながりを進化させるべく、デジタルツーリズム事業に取り組んでおります。 

デジタル技術を活用し、お客様ひとりひとりにあったサービスを提供することで、旅マエから旅の途中で

ある旅ナカ、旅が終わった後の旅アトまで、一連の旅が便利でワクワクするものになる顧客体験を実現した

いと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび、多くの方が西日本エリアにお越しになる、来年の大阪・関西万博に向けまして、その移動・旅

行をシームレスでストレスフリーなものにする、２つの新たなサービスを提供いたします。 

まず国内のお客様向けには、当社が提供している観光型ＭａａＳアプリ「tabiwa by WESTER」を更に

便利にすべく、リニューアルを実施いたします。また、訪日のお客様向けには、新たな観光型ＭａａＳを開

始いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



tabiwa by WESTER のアプリにつきましては、１０月１日にシステムリニューアルを行いまして、お得

な旅行プランが購入できる「tabiwa トラベル」を新たにシステム内に実装するとともに、より操作性を高

めまして画面デザインなども改善いたします。 

これにより、これまで以上にシームレスにご旅行いただくことを、私どもも期待しております。 

鉄道、宿、そして、その土地ならではの特別な観光コンテンツを tabiwaで取り揃えて、お客様ひとりひ

とりにあった形で提案していければと思います。 

今後は、様々なお客様のニーズをＡＩが分析・予測しまして、よりひとりひとりのお客様にあったご旅行の

提案ができるサービスを準備していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、インバウンド向け観光型ＭａａＳについてです。第一弾といたしまして、中国からの訪日観光のお

客様を対象とした「西日本旅游攻略 tabiwa」を、ローンチいたします。 

ＡＩ機能を活用し、お客様の好みを反映した旅行計画やそれに応じた周遊パスの提案に加えまして、お得

なクーポンの提供などによりまして、旅マエの高揚感を高めて、旅ナカの移動や観光をサポートいたします。 

１０月末頃から、トライアルということでスタートいたします。２０２５年度以降には、多言語対応を進

めまして、さらに多くの訪日観光のお客様にご利用いただけるプラットフォームを作っていきたいと考え

ています。 

技術の進化によりまして、世の中が便利になる中、リアルの体験価値はますます高まってきているところ

です。  

当社グループといたしましても、デジタルツーリズム事業の推進によりまして、様々な趣味嗜好やニーズ

をお持ちのお客様ひとりひとりにあった旅行を提案し、新たな移動体験を提供いたします。 

そして、西日本内外の旅や移動需要を生み出しまして、そこでしかできない体験をお楽しみいただき、地

域経済の活性化、ならびに、持続可能な社会の実現に貢献できればと考えております。 

 


